高齢者・障害者福祉基金（地方分）
平成２０年度助成金交付要望書
独立行政法人福祉医療機構 理事長　殿
下記のとおり、助成金の交付を受けたく関係書類を添えて要望します
	応募日
	  平成　１９年　１０月　３１日

	応募団体名
（法人格も記載）
	（フリガナ）トクテイヒエイリカツドウホウジン　オカヤマキノコ・アッタカカイ

	
	特定非営利活動法人　岡山きのこ・あったか会

	代表者
	役職名
	　理事長

	
	氏　名
	（フリガナ）　クロダ　シゲトシ
	印

	
	
	　　黒田　重利
	

	郵便番号
	  〒 703-8275 　　　　　　　　

	都道府県
	岡山県

	所在（住所）
	（フリガナ）オカヤマシカドタヤシキ



	
	　　　

　岡山市門田屋敷一丁目3番21号


	電話番号
	　　　　　（　086　）272-3550　　　　

	事　業　名
	非薬物療法による在宅アルツハイマー病患者介護者サポート　事業

	助成金要望額
	 　金　　1,998千円

	テ ー マ
該当する番号に
一つだけ○を
つけてください
	  1 地域の福祉・介護のネットワークの形成に関すること
  2 緊急に充実を図る必要のある高齢者、障害者在宅福祉の推進に関すること
  3 高齢者、障害者の社会参加の促進に関すること
  4 民間非営利団体等による地域の福祉・介護活動に関すること

	団体概況書
	別紙１のとおり。

	事業計画書
	 　別紙２のとおり。
	　　　　　　　）　　　（　　　　）　　　

	要望額調書
	 　別紙３のとおり。
	

	事務担当者
	氏　名
	　　阿多　敏江

	
	連絡先
	  電　話　 086（ 272　）3550

  ＦＡＸ　 086（ 272　）3550

	
	メールアドレス
	　tata2006＠hotmail.co.jp　　　


　別紙１

団体概況書
	団体名
	　岡山きのこ・あったか会

	設立年月日
　　　　　　　
	法人設立

（登記年月日）
	平成19年6月27日
	任意団体設立
	平成16年4月1日

（前身団体がある法人も記入）

	人員構成
	職 員 数

(スタッフ等）
	15人
	協力会員数
	30人

	活動内容
	定款等で定める

団体の事業
	（箇条書き）・心のケアに関する事業
　　　　　　・必要な研究調査、開発及び提供事業

　　　　　　・セラピスト及びテスターの育成事業

　　　　　　・広報及び普及啓発事業

　　　　　　・その他目的を達成するために必要な事業

	
	
	  介護保険・自立支援給付の指定事業者に（　該当　・　非該当　）

	
	過去３年間の活動実績
	平成１６年度
	（年月と対応事項を箇条書き）
1 4月、岡山大学病院精神科神経科外来に「もの忘れ相談」開設

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	
	平成１７年度
	1 7月、米国にて理事阿多敏江が新しい認知行動療法（マインドフルネス瞑想法）を習得。
2 8月、同神経科外来にて同療法を実施。高齢認知症、中高年のうつ病、脳変性疾患患者の介護者ケアに臨床的有効性が認められた。

③ 10月、同神経科外来にて通院集団精神療法を実施。集団においても抑うつ軽減の有効性が認められた。

	
	
	平成１８年度
	1 4月、きのこエスポアール病院において、在宅認知症患者の介護者ケアに同療法実施。介護者の抑うつ軽減の有効性が認められた。

2 10月、日本認知療法学会にて成果を発表。

3 11月、岡山きのこ・あったか会設立の検討開始
4 11月、マインドフルネス勉強会を開催し、セラピスト育成を開始。

	
	
	（備考）

H19年10月（大阪）国際老年精神医学会にて成果を発表。タイトルは、　『Effect of mindfulness based psychotherapy on burden of caregivers of 
Alzheimer’s disease patients』


前年度までの当機構からの助成実績

	※ 実績がある場合のみ直近の年度から記載してください。又、基金名及び基金区分は該当す

るものに○をつけてください。

	年度
	基金名
	基金区分
	事  業  名

	
	長・福・子・ス
	特別分・地方分
	


平成１８年度決算

	区分
	科　目　名
	金　　　　額　（円）

	収

入
	入　会　金　収　入
	

	
	年　会　費　収　入
	

	
	寄 付 金・協 賛 金 収 入
	

	
	事　業　収　入
	

	
	助成金・補助金・委託費収入
	

	
	そ の 他 収 入
	

	
	収　入　合　計
	

	支

出
	事　業　費
	

	
	管理費・給料手当
	

	
	管理費・事務用品費
	

	
	そ の 他 支 出
	

	
	支　出　合　計
	


平成１９年度予算

	区分
	科　目　名
	金　　　　額　（円）

	収

入
	入　会　金　収　入
	　　225，000

	
	年　会　費　収　入
	　　285，000

	
	寄 付 金・協 賛 金 収 入
	　　120、000

	
	事　業　収　入
	　　450、000

	
	助成金・補助金・委託費収入
	　　　　　 0

	
	そ の 他 収 入
	　　　　　 0

	
	収　入　合　計
	　1、080、000

	支

出
	事　業　費
	　　 765、000

	
	管理費・給料手当
	　　  83、500

	
	管理費・事務用品費
	　　 131、500

	
	そ の 他 支 出
	　　 100、000

	
	支　出　合　計
	1、080、000


団体概況書別添
活動分類選択表
	（該当するものの番号を○で囲んでください、複数選択可）

	
１　高齢者・障害者の住宅、生活環境、生活の向上（ＱＯＬ含む。）
２　文化、学習、スポーツ、生きがい、社会参加活動
３　ＩＴ化、情報装備、情報化
４　人、組織のネットワーク化（在宅と施設等を含む）
５　ボランティア活動等（住民参加活動を含む）
６　高齢者在宅系事業経営
７　障害者在宅系事業経営
８　児童在宅系事業経営
９　高齢者施設系事業経営
10　障害者施設系事業経営
11　児童施設系事業経営
12　在宅介護家族支援（例）在宅介護者の集い）
13　保健・予防（疾病、要介護）
14　介護等専門職の養成、育成、研修等
15　権利擁護（成年後見、アドボカシー等）
16　研究開発
17　マニュアル作成
18　機器等の開発
19　子育て家庭支援（交流、サークル、集いの広場）
20　子ども支援（相談、情報提供、健全育成）
21　児童虐待・暴力の防止
22　引きこもり・不登校児への支援
23　非行・薬物・いじめ・児童買春の防止・更生
24　難病児・障害児等への支援
25　障害者スポーツの競技会、選手強化事業
26　障害者スポーツの講習会・研修会等普及事業
27　障害者スポーツの指導者・ボランティア育成
28　その他


別紙２

事　　業　　計　　画　　書

	事　業　名
	非薬物療法による在宅アルツハイマー病患者介護者サポート　事業

	事 業 概 要


	アルツハイマー病患者（認知症患者）には治療よりもケアが大切だが、介護者の精神状態が悪いと良いケアは望めない。しかし、介護負担が抑うつ状態、うつ病そして不安を招くという多数の報告がある。

集団セラピー（マインドフルネス）は、高齢者にも親しみやすく、安価で簡便に実践できる。さらにストレス緩和やうつ病の再発予防に有効性が持続するため在宅支援に本事業は非常に有益である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [150字～200字程度]

	
	・前年度に比して新たな展開と考えている点

1 新規にセラピストの育成を開始した。今後より広範囲の高齢者、介護者などに　　マインドフルネスを提供できる。

2 従来の療法である日本発祥の内観療法や森田療法と交流し、より現代の日本人
に馴染み易い形にマインドフルネスを改良する。

 [100字程度]

	
	・新しい発想に基づく従来の枠を超えた活動の場合は□にチェックしてください

レ新しい活動

・重点助成分野として下記に該当する場合は□を1つ選んでチェックしてください

レ認知症高齢者を介護する家族の負担軽減に関する事業

□障害者の自立生活･就労の支援に関する事業
□子育て支援のネットワークづくりに関する事業
□子どもにとっての安全、安心な地域環境づくり活動に関する事業
□児童虐待･いじめに関する活動への支援強化事業
□孤独死防止対策に関する事業

□団塊の世代等による地域のコミュニティの再生に関する事業
□障害児･者の家族の支援に関する事業
□国際大会における選手の育成･強化に関する事業

	助成事業完了

後の事業継続

に関する計画

および意向
	・計画内容

　集団セラピー（マインドフルネス）による在宅アルツハイマー病患者介護者サポート事業を継続する。
・実施財源の確保について

　　助成の継続を希望する。

　　助成金が得られない場合は、参加会員の費用負担などにより安定に事業を継続する。



	期待される
効        果
	　集団セラピー（マインドフルネス）により在宅アルツハイマー病患者介護者などの抑うつ状態やうつ病の改善、および高齢者のアルツハイマー病の予防が期待できる。


	事業内容

	 1. 実行委員会の開催

　 ①設置目的

　　　事業実施にかかる課題の把握、整理、検討及び事業の進捗管理

　 ②委員構成（5名を予定）

　　　委員長：医療関係の方

　　　委　員：医療関係者等4名

　 ③委員会開催時期

　　　年11回の開催を予定（毎回事務局5名出席）

2. 集団セラピー（マインドフルネス）の実施について

　　① 実施目的及び内容

　　　　 急務となっている認知症在宅介護の介護者の抑うつの改善と予防

を目的とし、近年、欧米の医療機関において抑うつ治療に実証的な

効果があるといわれているマインドフルネス瞑想法を普及させる。

瞑想による大脳辺縁系の活性化は、ひいては認知症の予防の可能性

も期待されている。

② 期間　平成20年4月1日～平成21年3月31日

　  ③ 日時　毎週土曜日13：30～15：30

　  ④ 場所　きのこエスポアール病院 集団療法室（30畳位の洋室）

　  ⑤ 参加者　認知症患者を在宅で介護する介護者

　  ⑥ セラピスト 医療関係者から2名を予定

　　　　　　　　 （うち謝金対象2名、旅費対象2名）

    ⑦ チラシ100部を作成する

　　　　　　　　　配布先：岡山大学附属病院、きのこエスポアール病院、

　　　　　　　　　　　　　その他希望者

　　⑧ 実施準備、当日補助、参加者の送迎、後片付け等は、「岡山きのこ・

あったか会」ボランティア・メンバーによる奉仕

 3. 報告者の作成

　　①実施の成果を取りまとめて報告者を作成・配布する

　　　　　　　　　作成：20部

　　　　　　　　　配布先：関係者、調査協力先、他希望者

 4．備品の購入

　　　　　計画している集団セラピー（マインドフルネス）出席者名簿管理

のためパーソナル・コンピューターを、また、記録及び報告書作成

のためデジタルカメラを購入する。




別紙３

要　　望　　額　　調　　書

１．資金計画

	区分
	費　　　目
	金　　　額
	内　　　訳

	事

業

費
	１　諸謝金　

２　旅　費

３　所　費
	　　　　　　　円

　　　　　　974,442
　　　　　　464,680　　　　　　　　　　　　

　　　　559,500

	
　

     支出予定額内訳書参照

	
	総事業費（Ａ）
	1,998,622円
	

	寄付金その他の収入
	参加費収入
	0円
	

	
	寄付金・協賛金収入
	0円
	

	
	一般会計繰入金収入
	0円
	

	
	その他の収入
	0円
	

	
	寄付金その他の収入総額（Ｂ）
	0円
	


	差引所要額
	1,998,622円
	（Ａ）
（Ｂ）

総事業費－寄付金その他の収入総額

	助成金要望額
	1,998千円
	差引所要額の千円未満を切り捨てた額


２．支出予定額内訳書

（諸謝金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（諸謝金：　1枚中　　1枚目）

	費　　　目
	金　　　額
	内　　　訳

	講師謝金

委員会出席謝金

執筆謝金

調査謝金
	　　　　　　　613,333

　　　　　　　 305,555

　　　　　　　　27,777

　　　　　　　　27,777
	マインドフルネス瞑想セラピスト謝金

2人×46回×＠6,000円＝552,000円

5人×11回×＠5,000円＝275,000円

1人×10枚×＠2,500円＝25,000円

5人×1回×＠5,000＝25,000円

	諸謝金計
	974,442円
	　


※金額は税込額で記載してください。

（旅費）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（旅費：１枚中　　１枚目）

	費　　目
	金　　額
	内　　訳

	集団セラピー旅費

委員会出席旅費

事務局活動旅費

調査旅費
	円

302,680

77,000

60,000

25,000
	主任セラピスト旅費

1人×＠5,000×46回＝230,000円

事務局旅費（ガソリン代、高速代）

アシスタント・セラピスト

1人×46回×＠1,580＝72,680円

委員旅費

5人×11回×＠1,000＝55,000円

事務局旅費

2人×11回×＠1,000＝22,000円

事務局活動旅費

1人×12回×＠5,000＝10,000円

ヒヤリング委員旅費

5人×1団×＠5,000＝25,000円



	　費　計
	464,680円
	


※金額は税込額で記載してください。

（所費）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（所費：　　１枚中　　１枚目）

	費　　目
	金　　額
	内　　訳

	会議費

備品購入費

消耗品費
	円

27,500

244,000

　　　　　　　　288,000
	委員会会議費

5人×11回×＠500＝27,500円

備品購入費

　品名：ノートPC＠180,000×1台

　　　　＝180,000円

品名：瞑想鐘＠19,000×１個

　　　＝19,000円

　品名：デジタルカメラ＠45,000

×1台＝45,000

集団セラピー用茶菓

20人×46回×＠300＝276,000円

報告書コピー代

10ｐ×20部×＠10円＝2,000円

チラシ・カラーコピー代

2ｐ×100部×＠50＝10,000円

	所費計
	559,500円
	


※金額は税込額で記載してください。

別紙１－２

代　表　者　略　歴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　１９年１０月３１日作成

	法人名

又は

団体名
	組織区分
	法人名

	
	社会福祉法人　財団法人　社団法人

特定非営利活動法人　任意団体

その他（　　　　　　　　　　　　）
	岡山きのこ・あったか会

	代表者

職名

(該当に○)
	理事長　代表理事

委員長　代表　会長

その他（　　　　　）
	フリガナ
	　　　　ｸﾛﾀﾞ　ｼｹﾞﾄｼ
	年齢

	
	
	氏　名
	黒田　重利
	64

	代表者住所
	〒 700-0080      

　　　岡山県

	
	　　　岡山市津島福居一丁目8番46号

	電話番号
	　　　　　（　086　　）　254-5704

	ＦＡＸ番号
	　　　　　（　086　　）　254-5704

	ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	　    skuroda＠cc.okayama-u.ac.jp　　　　　　　　　　　　

	勤務先名
	岡山大学大学院医歯薬学総合研究科精神神経病態学教室

	他に代表を

務める団体等
	岡山県精神保健福祉審査会 委員長

日本精神神経学会精神科専門医制度地区部会 会長

	職歴・福祉活動歴を記入　　

	S43
	４月
	岡山大学医学部神経精神医学教室 入局

	H4
	4月
	岡山大学医学部神経精神医学教室 教授

	H17
	4月
	岡山大学大学院医歯薬学総合研究科精神神経病態学教室 教授

	
	
	岡山県精神保健福祉審査会 委員

厚生労働省障害保健福祉部医道審査会 委員

岡山県障害者施策推進協議会 委員

岡山療護センター入院審査委員会 委員

広島国政局 精神保健専門医

財団法人 積善会理事会 理事

岡山県社会保険事務局国民年金障害認定審査委員会 委員

岡山県麻薬中毒審査会 審査委員

クロイツフェルト・ヤコブ病サーベイランス 委員

日本精神神経学会卒前教育委員会 委員

	H19
	6月
	特定非営利活動法人岡山きのこ・あったか会設立　理事長就任

	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上


別紙１－３

役   員   名   簿

団体名　　岡山きのこ・あったか会

	役職名
	氏　　　名
	常勤・

非常勤

(どちらかに○をつけてください)
	住         所

（番地まで記入）
	電 話 番 号
	勤務先名

（会社名）

	(代表者)

理事
	黒田　重利
	常

・

非
	
	
	

	　理事
	　佐々木　健
	常

・

非
	岡山県井原市井原町

　　　　　　3270番地
	0866-62-0258
	きのこエスポアール病院

	　理事
	　金光　義弘
	常

・

非
	岡山県岡山市城東台東

　　　一丁目9番26号
	 086-279-9470
	川崎医療福祉大学

	　理事
	　阿多　敏江
	常

・

非
	岡山県岡山市門田屋敷

　　　一丁目3番21号
	 086-272-3550
	岡山大学大学院

	　理事
	井戸　由美子
	常

・

非
	岡山県岡山市二日市町

　　　　　　　38番地
	086-232-2464
	岡山大学病院

	　理事
	　田邊　繁子
	常

・

非
	岡山県井原市木之子町

　　　　　　5953番地
	 0866-62-3121
	無職

	　理事
	　藤沢　嘉勝
	常

・

非
	岡山県倉敷市羽島

　　　　　133番地3
	086-434-3313
	きのこエスポアール病院

	　理事
	　好並　隆司
	常

・

非
	岡山県岡山市大和町

　　　一丁目4番27号
	086-225-7782
	別府大学

	　監事
	　磯崎　祥子
	常

・

非
	岡山県岡山市門田本町
　　　四丁目2番29号
	 086-272-4845
	臨済宗「松琴寺」

	
	
	常

・

非
	
	
	

	
	
	常

・

非
	
	
	


注１）「役職名」欄は、法人又は団体の役職名で記載ください。（例：理事長、会長、代表者、理事、委員、監事等）

注２）「勤務先名」欄において無職の場合は、無職と記載ください。
別紙２－２

助　成　事　業　年　間　ス　ケ　ジ　ュ　ー　ル　表

団体名　　岡山きのこ・あったか会

	
	事業実施内容
	開始

時期
	    　 終　了

	
	
	
	年
	月
	時期

	平成２０年

４月
	１
	第1回実行委員会
	20
	20年
	4月
	上旬

	
	２
	マインドフルネス集団セラピー
	4,11,18,25
	21年
	3月
	27日

	
	３
	春のセミナー（徳島県）
	5-6
	20年
	4月
	上旬

	５月
	１
	第2回実行委員会
	11
	20年
	5月
	中旬

	
	２
	マインドフルネス集団セラピー
	2,9,16,23,30
	21年
	3月
	27日

	
	３
	
	
	
	
	

	６月
	１
	第3回実行委員会
	29
	20年
	6月
	中旬

	
	２
	マインドフルネス集団セラピー
	6,13,20,27
	21年
	3月
	27日

	
	３
	
	
	
	
	

	７月
	１
	第4回実行委員会
	13
	20年
	7月
	中旬

	
	２
	マインドフルネス集団セラピー
	4,11,18,25
	21年
	3月
	27日

	
	３
	夏のセミナー（愛媛県）
	19-20
	20年
	7月
	下旬

	８月
	１
	第5回実行委員会
	24
	20年
	8月
	中旬

	
	２
	マインドフルネス集団セラピー
	1,8,22,29
	21年
	3月
	27日

	
	３
	お多津(笠岡市),みたき園(鳥取県)
	12,28
	20年
	8月
	中旬

	９月
	１
	第5回実行委員会
	21
	20年
	9月
	中旬

	
	２
	マインドフルネス集団セラピー
	5,12,19,26
	21年
	3月
	27日

	
	３
	
	
	
	
	

	１０月
	１
	第6回実行委員会
	19
	20年
	10月
	中旬

	
	２
	マインドフルネス集団セラピー
	3,10,24,31
	21年
	3月
	27日

	
	３
	備前焼まつり
	18
	20年
	10月
	中旬

	１１月
	１
	第7回実行委員会
	中旬
	20年
	11月
	中旬

	
	２
	マインドフルネス集団セラピー
	7,14,21,28
	21年
	3月
	27日

	
	３
	秋のセミナー（高知県）
	22-23
	20年
	11月
	下旬

	１２月
	１
	第8回実行委員会
	14
	20年
	12月
	中旬

	
	２
	マインドフルネス集団セラピー
	5,12
	21年
	3月
	27日

	
	３
	忘年会
	19
	20年
	12月
	下旬

	平成２１年１月
	１
	第9回実行委員会
	中旬
	21年
	1月
	中旬

	
	２
	マインドフルネス集団セラピー
	9,16,23,30
	21年
	3月
	27日

	
	３
	
	
	
	
	

	２月
	１
	第10回実行委員会
	中旬
	21年
	2月
	中旬

	
	２
	マインドフルネス集団セラピー
	6,13,20,27
	21年
	3月
	27日

	
	３
	事業完了報告書作成
	下旬
	21年
	3月
	下旬

	３月
	１
	第11回実行委員会
	下旬
	21年
	3月
	下旬

	
	２
	マインドフルネス集団セラピー
	6,13,27
	21年
	3月
	27日

	
	３
	事業完了報告書提出
	下旬
	21年
	3月
	31日


注１）機構へ提出する事業完了報告書の作成スケジュールを盛り込んでください。

注２）助成対象期間は平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日までです。

別紙２－３
助　成　事　業　の　担　当　者　一　覧

団体名 　岡山きのこ・あったか会

助成事業担当者（機構との連絡担当者）


                                   担当する助成事業の内容


助成事業担当者


                                   担当する助成事業の内容

助成事業の全体の取りまとめ     


                                  助成事業担当者
                                                                           


                                   担当する助成事業の内容

                                  経理担当者

                                  


　　　注１）役職名は、法人又は団体で定めた役職名を記載してください。

      注２）この用紙で不足する場合は、同様の様式で作成のうえ添付してください。
高 額 備 品 購 入 理 由 書

団体名「岡山きのこ・あったか会」

	品名
	使途
	単価（円）
	個数
	備考

	
	
	
	　
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


注）単価２０万円以上の備品を購入する場合のみ提出してください。

（必要添付書類一覧）
要望にあたっては、以下の書類を必ず添付してください。

１．定款、寄付行為、規則、運営規約、会則等

法人については定款、寄付行為又は規則を、任意団体については運営規約又は会則等を添付してください。

なお、添付された定款等において規定されている「団体名」「代表者職名」等の内容が、要望書に記入されている内容と一致するものとしてください。

２．代表者略歴（別紙１－２）、役員名簿（別紙１－３）

代表者については略歴を記載してください。

役員名簿については、法人は役員の名簿を、任意団体は団体の中核と

して役員的な活動をされる方々の名簿を別紙１－３に記入してください。

３．助成事業年間スケジュール表（別紙２－２）

４．助成事業の担当者一覧（別紙２－３）

５．高額備品購入理由書(単価２０万円以上の備品を購入する場合のみ)

（応募書類チェックリスト）
【必ず提出するもの】
□　助成金交付要望書

□　団体概況書（別紙１）

□　事業計画書（別紙２）

□　要望額調書（別紙３）

□　定款、寄付行為、運営規約、会則等

□　代表者略歴（別紙１－２）

□　役員名簿（別紙１－３）

□　助成事業年間スケジュール表（別紙２－２）

□　助成事業の担当者一覧（別紙２－３）

· 高額備品購入理由書（単価２０万円以上の備品を

購入する場合のみ：指定様式）

⇒　記載漏れはありませんか？全部用意できましたか？

　　応募期間内に添付しなかった場合には、応募書類の受理ができませんので注意してください。

【参考として添付するもの】

アンケートのお願い

⇒　添付してください。

アンケートのお願い
独立行政法人福祉医療機構 基金事業部

  今後の事業の参考にしたいと考えておりますので、アンケートへのご協力をお願いいたします。（以下、該当するものに○をつけてください）

○今回応募された助成について

  １．特別分    ２．特別分（複数年）   ３．地方分    ４．地方分（複数年）   ５．地方分モデル事業

○今回応募された基金種別

  １．長寿社会福祉基金  

  ２．高齢者・障害者福祉基金 

  ３．子育て支援基金 

  ４．障害者スポーツ基金

○団体の種類について

  １．社会福祉法人  

  ２．ＮＰＯ法人  

  ３．財団法人  

  ４．社団法人  

  ５．任意団体  

  ６．その他の法人・団体

○募集情報の入手先について（複数回答可）

  １．当機構の募集チラシ

２．当機構の駅貼りポスター

３．広報誌（いきいきチャレンジ！  WAM   その他（ 広報誌名                  ））

４. ホームページ（基金事業部のホームページ  社会福祉協議会のホームページ  その他）

５．新聞（新聞紙名                                                          ）

６．ラジオ

７．知人、知り合いの団体

８．その他（    岡山県社会福祉協会                                                            ）

○基金助成事業について

  １．助成を受けたことがある    ２．初めて応募する   ３．以前応募したが不採択だった

○日頃、助成金募集の情報収集（活動情報収集）のためホームページを利用されていますか

  １．はい（基金事業部のホームページ   社会福祉協議会のホームページ   その他）

  ２．いいえ                                                                                                                                                        

ご協力ありがとうございました

※このアンケートは、「助成金交付要望書」と一緒に提出先へお送りください。
















非薬物療法セラピスト業務


事業活動運営・経理・報告





役職名  理事


氏  名 阿多　敏江





事業活動運営・報告








役職名  委員


氏  名 桜木　功





役職名  委員


氏  名 児子　恭子





役職名  理事


氏  名 阿多　敏江





役職名  委員


氏  名 桜木　さゆり























非薬物療法セラピスト業務











機構ホームページから


ダウンロードできる書類です





機構ホームページから


ダウンロードできる書類です
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